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上程７議案を審議

６月１日から６月１6日まで

平成28年（６月）第２回定例会平成28年（６月）第２回定例会

▼
開
会
日
（
６
月
１
日
）
会
期
の
決
定
、
村
長
か
ら
の
３
月
定
例
会
以
降
の
行
政
報
告
、

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
７
議
案
の
上
程
が
あ
り
ま
し
た
。

　

提
案
理
由
の
説
明
、
質
疑
等
を
経
て
、
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

▼
一
般
質
問
（
６
月
９
日
・
10
日
）
８
人
の
議
員
が
、
村
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対

し
て
質
問
し
ま
し
た
。（
各
議
員
の
質
問
項
目
は
27
ペ
ー
ジ
）

▼
常
任
委
員
会
（
６
月
13
日
）
各
常
任
委
員
会
で
、
付
託
さ
れ
た
条
例
、
補
正
予
算
、

事
件
案
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

▼
村
内
視
察（
６
月
13
日
）か
に
沢
団
地（
北
鴨
）で
建
築
中
の
村
営
住
宅
、ジ
ャ
ー
ジ
ー

牛
の
放
牧
跡
地
（
和
栗
）、
サ
フ
ォ
ー
ク
の
放
牧
跡
地
（
平
沢
、
原
大
沢
、
部
谷
沢
）

の
現
状
を
視
察
し
ま
し
た
。

▼
全
員
協
議
会
（
６
月
１
日
・
６
月
16
日
）
予
算
や
事
業
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
、

報
告
及
び
質
疑
、
ま
た
議
員
間
で
の
報
告
・
協
議
等
を
行
い
ま
し
た
。

▼
閉
会
日
・
採
決
（
６
月
16
日
）
各
常
任
委
員
長
か
ら
委
員
会
審
査
の
報
告
が
あ
り
、

議
案
は
す
べ
て
、
全
会
一
致
で
原
案
通
り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

（
主
な
内
容
は
本
文
参
照
）

　

平
成
28
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月

１
日
か
ら
６
月
16
日
ま
で
16
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
、
条
例
案
２
件
、
補
正
予

算
案
４
件
、
事
件
案
１
件
の
合
計
７
件

の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

平
成
28
年 

第
２
回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　

次
の
条
例
案
２
件
を
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

■
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

　

消
防
団
員
の
定
数
を
２
８
６
人
か
ら

10
人
増
や
し
て
２
９
６
人
と
す
る
改
正
。

《
主
な
改
正
内
容
》

・
新
た
に
女
性
消
防
団
員
を
任
命
す
る

　

た
め
に
定
数
を
増
や
す
も
の
で
す
。

（
※
当
面
は
本
部
員
と
し
て
の
活
動
を

　
　

想
定
）

■
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金

　

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

《
主
な
改
正
内
容
》

・
消
防
団
員
の
退
職
報
償
金
は
、
勤
続

　

年
数
30
年
が
上
限
で
し
た
が
、
30
年

　

以
上
勤
続
の
場
合
の
支
給
額
を
定
め

　

る
も
の
で
す
。

条
例
改
正

補
正
予
算

　

一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
補
正
予

算
案
を
、全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
・
歳
出
に
約
１
億
１
７
９
０
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
34
億
５
８
２
２
万
２

千
円
と
す
る
補
正
予
算
。
財
源
は
基
金
の

取
り
崩
し
等
で
す
。

《
主
な
補
正
内
容
》

【
歳
出
】

・
観
光
施
設
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
。

（
９
７
５
３
万
円
）

・
ス
キ
ー
場
の
連
絡
コ
ー
ス
造
成
。

　

（
４
０
６
万
円
）

・
有
機
セ
ン
タ
ー
タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ
ー
修
繕
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
３
０
万
円
）

・
村
営
住
宅
外
壁
等
補
修（
１
０
０
万
円
）

ほ
か
。

【
歳
入
】

・
国
、
県
か
ら
の
補
助
金
額
の
調
整
。

・
基
金
か
ら
の
繰
入
れ
。

　
　

観
光
振
興
基
金
（
５
０
０
０
万
円
）

　
　

財
政
調
整
基
金
（
６
８
５
０
万
円
）
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

歳
入
・
歳
出
に
75
万
円
を
追
加
し
、
総

額
を
６
億
５
５
２
１
万
円
と
す
る
補
正
予

算
。
財
源
は
国
の
特
別
調
整
交
付
金
を
充

当
し
ま
す
。

《
主
な
補
正
内
容
》

・
県
全
体
で
の
国
保
会
計
運
営
（
平
成
30

　

年
度
か
ら
）
の
準
備
と
し
て
、
必
要
な

　

村
の
デ
ー
タ
を
抽
出
し
、
提
供
で
き
る

　

よ
う
に
シ
ス
テ
ム
を
改
修
す
る
も
の
。

　
■
観
光
施
設
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
・
歳
出
に
９
７
５
３
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
１
億
３
８
１
９
万
３
千
円
と

す
る
補
正
予
算
。
財
源
は
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
で
す
。

《
主
な
補
正
内
容
》

・
第
８
ス
カ
イ
フ
ォ
ー
リ
フ
ト
と
第
11
ク

　

ワ
ッ
ド
リ
フ
ト
の
握
索
機
交
換
工
事
費
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
９
６
２
３
万
円
）

・
パ
ノ
ラ
マ
ラ
ン
ド
の
自
動
給
水
装
置
の

　

更
新
。　
　
　
　
　

（
１
３
０
万
円
）

　
■
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
・
歳
出
に
49
万
１
千
円
を
追
加
。

財
源
は
積
立
予
定
金
の
減
額
で
対
応
。

《
主
な
補
正
内
容
》

・
水
道
技
術
管
理
者
資
格
取
得
の
た
め
の

　

経
費
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
　

村
道
４
号
線
（
大
町
交
差
点
か
ら
平

　

和
橋
ま
で
）
の
歩
道
設
置
工
事
の
請
負

　

契
約
で
す
。

《
契
約
内
容
》

・
契
約
金
額　

６
６
２
０
万
４
千
円

・
契
約
の
相
手
方　

㈱
サ
ン
タ
キ
ザ
ワ

・
工
事
期
間　

議
決
の
日
か
ら
平
成
29
年

　
　
　
　
　
　

２
月
10
日
ま
で

委員会審査意見

事
　
件

　

６
月
定
例
会
の
開
催
中
、
村
と
議
会
及

び
議
員
間
で
様
々
な
案
件
に
つ
い
て
協
議

等
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
項
目
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

６
月
１
日(

水)

【
村
長
提
出
案
件
】

・
「
リ
フ
ト
改
修
工
事
」
（
補
正
予
算
計

　

上
）
に
関
す
る
詳
細
説
明
。

【
議
員
の
み
】

・
議
員
の
国
内
派
遣
研
修
実
施
要
領
（
日

　

帰
り
の
研
修
も
補
助
対
象
と
す
る
こ
と
）

　

に
つ
い
て
。

・
町
村
議
会
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
長
野

　

の
参
加
（
議
会
活
動
と
す
る
こ
と
）
に

　

つ
い
て
。

・
今
後
の
議
会
改
革
の
進
め
方
に
つ
い
て
。

６
月
16
日(

木)

【
村
長
か
ら
】

・
役
場
庁
舎
改
修
に
関
す
る
調
査
結
果
の

　

報
告
。　

【
議
員
の
み
】

・
７
月
臨
時
会
の
日
程
に
つ
い
て
。

・
国
内
視
察
研
修
に
つ
い
て
。

・
長
和
町
新
庁
舎
の
視
察
に
つ
い
て
。

・
大
塚
山
夏
祭
り
の
後
援
に
つ
い
て
。

全
員
協
議
会

６
月
１
日（
水
）

６
月
16
日（
木
）

◦想定外の災害が頻発する中、役場庁舎の建て替えは喫緊の課題である。
　既存施設の活用だけではなく、新たな庁舎の建設も早急に検討されたい。

◦歩道の設置については、予定されている全線の早期完成に向け、引き続き
努力されるとともに、当面の間、安全な通学路が確保されるような方策を
検討されたい。

総務産業常任委員会
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４
月
25
日
、
第
１
回
臨
時
会
に
お
い
て
、

次
の
事
項
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
全
会
一

致
で
承
認
・
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

■
報
告
（
繰
越
計
算
書
）

  

27
年
度
事
業
の
内
、
今
年
度
に
繰
越

す
事
業
と
事
業
費
の
計
算
書
の
報
告
。

　
■
承
認
（
専
決
処
分
＝
27
年
度
３
月
定

　

例
会
以
降
の
事
項
）

・
課
設
置
条
例
「
建
設
課
」
の
分
掌
事

項
に
「
移
住
定
住
に
関
す
る
事
項
」

を
追
加
。

・
法
律
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
。

　

（
消
防
団
員
公
務
災
害
補
償
他
）

・
27
年
度
加
速
化
交
付
金
の
額
の
確
定

　

に
伴
う
財
源
内
訳
や
地
方
債
の
額
の

補
正
等
。

・
奨
学
資
金
及
び
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
の
実
績
に
応
じ
た
額
確
定
に
よ

る
調
整
。

■
28
年
度
補
正
予
算

・
各
課
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の
調

整
。

・
加
速
化
交
付
金
等
の
額
確
定
に
伴
う

財
源
内
訳
等
の
調
整
。

・
分
館
建
設
補
助
金
の
増
額
。

・
郷
の
家
委
託
料
の
再
掲
。

・
国
民
健
康
保
険
及
び
介
護
保
険
特
別

会
計
の
人
件
費
の
調
整
。

審査意見に対する村の対応

第
１
回  

臨
時
会
の
報
告

（主旨抜粋）

　３月議会定例会で各委員会から出された「審査意見」に対する村の対応の報告です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６月１日 本会議「諸般の報告」より）

　
◦地方創生加速化交付金関連事業の推進にあたり、将来的な可能性をしっかり調査・研究し、緻密な計
　画で取り組まれたい。
　　回答　それぞれの事業について、その目的実現のための施策であることを各課で共有し、計画的に
　　　　　取り組んでいく。

◦移住・定住の「おためし体験住宅」は、民間宿泊施設等の活用も含めた方法を検討されたい。
　　回答　地方創生加速化交付金事業で実施。民間施設活用時の課題である「耐震診断」に時間を要す
　　　　　るため、新規の建設を予定。今後の体験住宅の建設等において検討したい。

　
◦新年度予算においては、基金を２億円も取り崩さなければならない厳しい財政状況の中、健全財政が
　維持できるような行財政運営に努められたい。
　　回答　各事業は第６次総合振興計画の実施計画に基づき、毎年計画的に実施していく。
　　　　　特に今後、役場庁舎の建設や観光施設の維持管理に多額の経費が必要となるため、常に財政
　　　　　状況を注視し、健全な運営を心がけていく。

◦集会所施設新築の地元負担軽減は評価できる。集落維持の拠点として重要な施設であり、集落の活性
　化のために、さらに連携を図られたい。
　　回答　集会所は、集落の維持、活性化の拠点として重要な施設であることから、改修または新築に
　　　　　あたっては、各地区と連携を図りながら進める。　

◦若者住宅建設にあたり、売却等、将来的に村の負担にならない方法を検討されたい。
　　回答　建設にあたっては、1戸建てと複数戸建てが考えられる。一方、借主は、賃貸と、将来取得
　　　　　したいという意向の需要がある。若者定住と将来の村の財政負担の両面を検討し、施設の建
　　　　　設を行っていく。

◦保育園が１園になったことによる人事の硬直化解消に向け、他市町村の保育士との人事交流等も研究
　されたい。
　　回答　保育士は各種研修や先進地事例を学ぶ等、資質向上を図り、使命感をもって業務にあたって
　　　　　いる。人事交流に向けては、市町村ごとに勤務条件が違うなど課題も多いので、引き続きの
　　　　　研究課題としたい。

総務産業常任委員会関係

予算審査特別委員会関係

対応

対応

対応

対応

対応

対応
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村
内
視
察

○
今
後
の
議
会
の
開
会
予
定

・
７
月
臨
時
会

　
　

７
月
19
日
（
火
）

・
９
月
定
例
会

　
　

９
月
１
日
（
木
）
～
16
日
（
金
）

○
請
願
・
陳
情
の
受
付
締
切
日　

　
　
　

８
月
25
日
（
木
）

　

受
付
締
切
日
は
、
議
会
開
会
日
１
週

間
前
と
な
っ
て
い
ま
す
。
提
出
に
際
し
、

開
催
日
等
を
ご
確
認
の
う
え
、
早
め
に

議
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
直
接
、
議
会
事
務
局
に
ご
持

参
の
う
え
、
事
務
局
員
に
説
明
を
お
願

い
し
ま
す
。 お

知
ら
せ

※
一
般
質
問
の
様
子
は
、
ふ
う
太
ネ
ッ
ト
の
最
新
ビ
デ
オ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
質
問
・
答
弁
の
主
旨
は
、
議
会
だ
よ
り
８
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　　

　
各
議
員
の
一
般
質
問
の
項
目
　

　
　
６
月
９
日
・
10
日
に
、
次
の
８
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

【
第
１
日
目
（
６
月
９
日
）
】

◆
勝
山　

卓　

議
員

　

①
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　

②
農
業
委
員
会
法
改
正
に
つ
い
て

　

③
森
林
・
林
業
行
政
に
つ
い
て

◆
萩
原　

由
一　

議
員

　

①
放
牧
跡
地
に
つ
い
て

　

②
農
の
拠
点
施
設
の
管
理
運
営
に
関
す
る

　
　

協
定
書
に
つ
い
て

◆
土
屋　

喜
久
夫　

議
員

　

①
猛
禽
類
サ
シ
バ
を
村
の
天
然
記
念
物
に

　

②
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
る
た
め
に

　

③
農
村
文
明
塾
の
知
名
度
を
活
用
し
て
は

◆
江
田　

宏
子　

議
員

　

①
役
場
周
辺
整
備
の
調
査
状
況
と
今
後
の

　
　

進
め
方
に
つ
い
て

　

②
村
の
行
事
や
出
役
等
の
負
担
軽
減
に
向

　
　

け
て

　

③
ふ
る
さ
と
住
民
票
と
ふ
る
さ
と
大
使
で
、

　
　

交
流
人
口
の
拡
大
を

　

④
学
校
教
育
で
の
取
り
組
み
事
案
に
つ
い
て

　

⑤
「
金
婚
喜
寿
祝
賀
会
」
及
び
「
お
誕
生

　
　

記
念
品
」
の
方
針
の
転
換
に
つ
い
て

【
第
２
日
目
（
６
月
10
日
）
】

◆
吉
川　

昭　

議
員

　

①
農
業
振
興
公
社
の
農
機
具
の
レ

　
　

ン
タ
ル
に
つ
い
て

　

②
調
布
市
民
農
園
の
申
込
状
況
に

　
　

つ
い
て

　

③
木
島
平
型
教
育
、
自
主
公
開
学

　
　

習
検
討
会
に
つ
い
て

◆
勝
山　

正　

議
員

　

①
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　

②
村
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
利
用
に

　
　

つ
い
て

　

③
国
道
４
０
３
号
線
に
つ
い
て

◆
樋
口　

勝
豊　

議
員

　

①
中
学
校
の
教
育
環
境
整
備
に
つ

　
　

い
て

◆
丸
山　

勝
敏　

議
員

　

②
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　

③
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　

か
に
沢
団
地
（
北
鴨
）
に
建
築
中
の

村
営
住
宅
と
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
及
び　

サ
フ
ォ
ー
ク
の
放
牧
跡
地
（
和
栗
・
部

谷
沢
他
）
の
現
状
を
視
察
し
ま
し
た
。

（
６
月
13
日
）

建
築
中
の
村
営
住
宅

住
宅
内

平
沢　

放
牧
跡
地

原
大
沢　

放
牧
跡
地


